
 

 

 ７月の学び  

 ６月末から７月にかけて、ゲストティ

ーチャーを招いての学習や地域での取

り組みなど、子どもたちにとって有意義

な活動がたくさんありました。ここで、

活動の一片を紹介します。  

 ４年生が総合的な学習 (福祉 )でアイ

マスク体験、社会科で水道局からゲスト

ティーチャーを招いての学習をしまし

た。  

 

 ５・６年生は、キャリア教育として、

講師に「渡邉  愼太郎さん (合同会社

LDS オフィス

パ ー ト ナ ー 代

表 )」を迎え、  

「 キ ャ リ ア 教

育 ～ 不 登 校 を

経験して～」と

題 し て 講 話 し

て い た だ き ま

した。  

 地域では、「お話の会」や「ペーロン」

に取り組んでいただきました。  

 学校でも地域でも多くの学びができ

た１学期でした。  

 

１学期も無事終わりを迎えました  

 本日２０日 (木 )、１学期の終業式を無

事終えることができました。私は校長と

して、４月に着任しましたが、あっとい

う間の４か月だったように感じます。  

 茂木小の子どもたちは、人懐っこくか

わいいです。「校長先生、今日給食一緒に

食べに来て」「昼休みサッカーしましょ

う」「昼休み、体育館に来てください」と

たくさんの声掛けをしてきます。授業を

見に行くと、にっこり笑顔で反応した

り、こっそり手を振ったりします。とて

もとても愛らしく、かわいい子どもたち

です。  

 だからこそ、よい点や得意なところは

伸ばし、苦手なことや悪い点は改善させ

て、一人一人を大切に育んでいきたいと

思います。７月の全校朝会と終業式で

は、次の詩を子どもたちに紹介しまし

た。  

 ４２日間という長い夏休みに入りま

す。第１は、命を大切にして、元気に２

学期を迎えることです。第２は、紹介し

た詩にあるように、できると信じ何にで

もチャレンジする夏休みにしてもらい

たいです。「頑張った分だけ、人間とし

て、大きく成長した」子どもたちと２学

期を迎えることを楽しみにしています。 

気付き、考え、実行する茂木っ子 
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ていねいな言葉をつかおう。さん付けをしよう 
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GIGA 端末の持ち帰りと家庭での約束確認について  
 「もぎたて通信」６月３０日付、第１０号でお知らせし
ているところですが、長崎市内のすべての市立小・中学校
で、Chromebook の家庭への持ち帰りが始められている
ところです。本校でも、高学年ではすでに持ち帰っていま
すが、全学年において夏休みから開始する予定です。  
 そこで、児童の発達段階に応じ、各ご家庭で保護者と子
どもが話し合ってつくる「わが家のきまり（ルール）」を
決めていただくようお願いいたします。  
 子どもたちに「Chromebook わが家のきまり (ルール )」
を持ち帰らせていますので、子どもと話し合って、家庭の
ルールつくりに取り組むようお願いいたします。これは、
夏休み期間だけでなく、これから子どもとの約束事となり
ますので、よく話し合って決めていただくようお願いしま
す。  
 
生成 AI 活用の適否に関する考え方について  

すでにTVや新聞等の報道で御存じの方もいらっしゃると思いま

すが、昨日、文部科学省より「初等中等教育段階における生成 AI の利用に関する暫定的なガイド

ラインについて」という通知が来ました。この通知は、ChatGPT に代表される生成 AI の、小学

校・中学校・高等学校における利用や、作文コンクールなどにおける扱いについて、参考になる

情報を示すものであり、「暫定的」とあるように、急速に生成 AI が普及しつつある中で国として

一定の考えを示すことを目的としたもので、現時点での参考資料と位置づけられています。内容

は今後「機動的に改訂」を行うとなっています。要約すると、以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の内容から考えると、真偽構わず広くインターネット上から学習したり、質問内容からも学

習したりする生成 AI は、回答に誤りや個人情報等を含む可能性が常にあり、時には、事実と全く

異なる内容や、⽂脈と無関係な内容などが出⼒されることもあるため、使用者自身の「批判的な思

考力」「正確な知識」に基づいて判断すべき「たたき台」だと思われます。現在様々なことを「学ん

でいる最中」の子どもたちが直接もしくは間接的に使用するのは、判断の難しさや自分で考えよう

という創造性、学習意欲への影響が大きいと考えられます。 

よって、現段階では、夏休みの宿題・読書感想文などへの生成 AI の活用に関しては小学校段階

では不適切と考えます。たとえ保護者の同意や監督があったとしても生成 AI を使った課題解決へ

の取組は控えていただきますようお願いいたします。 

＜生成 AIに関する基本的な考え＞ 
生成 AI は新たな情報技術であり、多くの社会⼈が⽣産性の向上に活⽤しているものと捉え 

ており、「どのような仕組みで動いているかという理解や、どのように学びに活かしていくかと
いう視点、近い将来使いこなすための⼒を意識的に育てていく姿勢は重要である」 

＜懸念される事項＞ 
生成 AI は発展途上であり、利便性の反面で、個⼈情報の流出、著作権侵害、偽情報の拡散と

いったリスク、批判的な思考⼒や創造性、学習意欲への影響など、さまざまな懸念も指摘され
ているとして、「児童生徒の発達の段階を十分に考慮する必要がある」 

＜⽣成 AI活⽤の適否に関する暫定的な考え⽅＞ 

・子どもの発達の段階や実態を踏まえ、年齢制限・保護者同意等の利用規約【chatGPT…13

歳以上、18 歳未満は保護者同意が必要、 Bing Chat…成年、未成年は保護者同意が必要、 

Bard…18歳以上】の遵守を前提に、教育活動や学習評価の目的を達成する上で、生成 AI の

利用が効果的か否かで判断することを基本とする（特に小学校段階の児童に利用させること

には慎重な対応を取る必要がある）。 

・まずは、生成AI への懸念に十分な対策を講じられる学校で試験的に取り組むことが適当。 


